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教職員の会 総会開催
徳島県教職員の会の総会が，８月２７日，徳島生協・コープ住吉店の会議室で開かれま

した。総会では，岡田代表世話人の挨拶，来賓の徳島労連事務局長の連帯の挨拶がありま

した。提出された議案は，活発な討論の後，全会一致で可決されました。

以下，討論内容の一部を紹介させていただきます。

学力テスト・ステップアップテストの問

題点が明白に テストの廃止を要求

○４年生から中学２年生までのステップアッ

プテスト・学力テストのテスト体制ができあ

がっている。

○学校に返却されたステップアップテスト結

果に県平均・学校平均・学級平均・個人点が

表示されている。

○教育委員会や校長などの間で，学力＝学力

テストの成績ととらえる偏った狭い学力感が

幅をきかせ，競争をあおっている。そのなか

で，テストの成績を上げるため，過去問を解

く練習に集中的に取り組むようになってきている。

○県教委の「指定校訪問」は，学力テストの成績のよい学校と悪い学校となっている。学

力テスト体制が，職場の息苦しさの一因になっている。

○「学力向上」の名目で，クーラーも設置しないで夏休みを１週間ほど短縮している市が

ある。熱中症の危険性が心配されている中で，３５度を超える教室に全ての子どもを入れ

る異常な事態になってきている。子どもの人権は，どうなっているのか。

討論を受け，教職員の会として県教委に対し，ステップアップテストの廃止，

学力テストがらみでの授業への介入，「指定校訪問」の廃止を求めていくこと

になりました。

教職員増などの教育条件の改善を

討論では，「北欧を訪れ，日本の教育現場に自由がなく，教育条件があまりにひどいこと
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がわかった」との報告がありました。また，「図書館司書の配置や養護教諭の複数配置は，

充実した学校教育，安心・安全の学校教育に不可欠だ」との意見や，「徳島県では表面上は

３５人学級が進んでいるが，教職員増がともなっていないため，教職員の負担が大きくな

っている」との指摘がありました。

過疎化が進む地域からは，学校の統廃合が強引に進められている事例も報告されました。

退職して，町議会議員をしている OB 会員からは，「公務員の非正規化が進めら
れ，その待遇が極めて悪いので，改善をめざしている」との報告がありました。

教職員の会は，県教委や国に対し，養護教諭の複数配置，学校司書の配置な

どを求め，教育条件の充実をめざしていきます。

会員拡大に取り組もう

○多忙化と競争・管理強化の学校で，若い人も年配層も「しんどい」状況にある。

○「このまま仕事を続けていくことができるかどうか」といった深刻な状況下で，相談に

のってくれ，要求の実現に道を開いてくれる教職員の会員を信頼して入会してきている人

がいる。

○実践上の問題などで悩んだり，休みの日まで学校に出てくる若い人に寄り添い，要求を

実現し，信頼を得ることが拡大につながる。

○実践について学んだり，現在の学校が抱えている問題点を学ぶ場が必要だ。１１月２１

日の楠氏（「障害者問題を考える四国集会」講師）を迎えての学習会参加を，まわりの人に

呼びかけてほしい。

○臨時教員が今までにないほどアンケートに回答を寄せてきてくれているということは，

それだけ要求が切実だということだ。

○教職員の要求を実現する教職員の会のような組織があるのとないのとでは大違いだ。

教職員の会は，今後も県教委にパワハラ・セクハラ根絶，臨時教員の待遇改

善などを求めていきます。また，学校現場からの要請があれば，問題解決のた

めに学校訪問もしています。仲間を守り，増やしていきましょう。

総会の討論を聞いての感想

今の教育現場の抱える矛盾に痛めつけられた人が信頼できる会員を通じて入会して

きているという話がとても印象に残りました。現場には痛めつけられている人はたく

さんいるし，会のメンバーはみんなしっかり現場に立っています。拡大の可能性はい

っぱいあると思いました。

総会の返信ハガキの「近況・ご意見」欄に，たくさんの方がご記入くださっ

ていました。みなさんのメッセージに，出席者一同，勇気づけられました。あ

りがとうございました。共に頑張っていきましょう 。




